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承
久
三
年

（
一
三
二

一
年
）
東
胤

　

一
、
建
立
年
月
　
昭
和

一
三
年
四
月

行
が
下
総
国
か
ら
郡
上
郡
剣
地
区
の
　

一
一、
建
立
寄
贈
者
　
金
子
亀
次
郎

阿
千
葉
城

へ
入
部
し
た
と
き
、
千
葉
　
　
　
（現
在
の
金
子
博
之
氏
の
祖
先
）

家
の
守
り
神
と
し
て
妙
見
菩
薩
を
勧
　
一二
、
建
立
費
用
　
金
子
亀
次
郎
の
寄

請
し
、
剣
地
区
に
社
を
建
て
、
東
氏
　
　
　
付
金
　
士τ
千
円

（金
額
は
言
い

の
氏
神
と
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
え
の
額
）

そ
の
後
、
牧
地
区
の
篠
脇
城

へ
移

　
四
、
石
工
　
八
幡
町
　
平
岩
石
材
店

っ
た
と
き
、
神
社
も
現
在
の
場
所

へ
　

五
、
材
石
　
　
通
称
、
油
石

移
し
た
。
当
初
は
神
社
名
も
妙
見
宮
　
エハ
、
縦
三

。
六
〇
房
　
横
○

・
四
九

で
あ

っ
た
が
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
　
　
　
】
川
　
台
座
二
段
日
高
さ
〇

・
四

離
の
政
策
に
よ
り
神
社
名
も
現
在
の
　
　
　
一
再
冽
　
横
〇

・
九

一
屑
　
台
座

明
建
神
社
と
な

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
段
日
高
さ
〇

・
四
四
房
　
横

こ
の
歴
史
あ
る
明
建
神
社
の
社
叢
　
　
　
一
・
五
〇
層

は
県
指
定
天
然
記
念
物
と
な

っ
て
い
　

○
材
石

る
。
神
社
の
鳥
居
前
、
南
東
脇
に
立
　
　
当
時
の
こ
と
を
詳
細
に
記
憶
し
て

派
な
社
標
が
建

っ
て
お
り
、
今
回
は
　

い
る
牧
の
日
置
貞

一
氏

（九

一
歳
）

こ
の
社
標
に
つ
い
て
調
査
し
た
。　
　
　
に
よ
れ
ば
、
社
標
の
石
は
下
栗
巣
の

西
村
文
男
宅
の
南
側
、
栗
巣
川
の

中
ほ
ど
に
あ

っ
た
。
こ
の
石
は
通

称
、
油
石
で
、
材
質
は
固
く
割
れ

に
く
く
大
き
な
岩
で
あ

っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
石
を
使
う
こ
と
に
な

っ
た
。

石
は
あ
ま
り
に
も
大
岩
な
の
で

動
か
す
こ
と
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
そ
の
場
所
に
置
い
て
石
を
研

（は
つ
）
り
、
お
お
よ
そ
の
大
き

さ
に
加
工
し
た
。
研

っ
た
石
が
ま
だ

川
に
残

っ
て
お
り
、
日
置
氏
は
山
仕

事
に
行
く
と
き
に
い
つ
も
見
て
い
た

と
い
う
。

石
を
加
工
し
た
場
所
を
探
索
し
て

み
る
に
、
こ
の
川
原
に
は
現
在
も
長

さ
四

・
八
〇
房
　
幅
二

上
ハ
房

も
あ

る
川
石
が
点
在
し
て
い
る
が
、
Ｊ
引

矢
（石
を
割
る
と
き
に
使
う
矢
じ
り
）

を
打

っ
た
る
せ
ん
堀

（せ
り
矢
を
打

ち
こ
む
た
め
の
穴
）
の
跡
が
あ
る
当

時
の
研
り
石
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

七
九
年
の
間
に
は
伊
勢
湾
台
風
な

ど
の
大
洪
水
が
何
度
も
あ
り
、
流
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

●
■
Ｌ
一針
難
丼

軒
一
釘
彰
ｔ
●
●
■
■
―
一

〇
運
搬

粗
削
り
の
原
石
、
推
定
重
量
ニ

ン
ト

も
の
石
を
川
か
ら
道
路
ま
で
引
き
上

げ
る
に
は
、
平
岩
石
材
店
の
滑
車
を

使
用
し
た
。
運
ぶ
に
は
、
鼻
そ
り
に

栗
の
丸
太
を
藤
弦
で
固
定
し
て
作

り
、
石
の
中
央
付
近
、
石
の
最
後
尾

用
に
と
三
個
の
そ
り
を
同
じ
よ
う
に

作

っ
た
。
運
ぶ
に
当
た

っ
て
は
、
鼻

そ
り
等
三
個
の
そ
り
に
引
き
縄
を
何

本
も
付
け
、
石
が
見
え
な
い
く
ら
い

の
引
き
人
足
で
行

っ
た
。
こ
の
石
曳

き
は
、
地
区
の
大
行
事
と
な
り
、
地

区
の
老
若
男
女
の
多
く
の
者
が
こ
れ

に
係
り
、
夜
は
提
灯
を
か
ざ
し
て
、

松
森
興

一
朗
氏

（現
在
の
松
森
志
郎

氏
祖
父
）
な
ど
当
時
の
歌
自
慢
の
者

が
歌
を
歌
い
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

一

斉
に
曳
い
た
。
道
幅
は
狭
く
曲
が
り

く
ね
っ
て
い
る
、
道
に
は
青
竹
を
敷

き
滑
り
易
く
し
て

一
寸
ず
り
で
曳
い

て
運
ん
だ
。

石
の
重
み
で
道
路
に
敷
い
た
竹
が

土
の
中
に
深
く
食
い
込
み
、
こ
れ
を

掘
り
出
す
に
も
難
儀
を
き
た
し
た
。

栗
巣
地
区
に
あ

っ
て
は
、
栗
巣
の
人

た
ち
が
手
伝

っ
た
。
西
村
氏
の
川
か

七
鈴
五
獣
鏡
と
は

岐
阜
県
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
り

六
世
紀
中
頃
（約

一
五
〇
〇
年
前
）
の
も
の

管
理
者
　
徳
永
多
賀
神
社

鏡
は
、
写
真
の
よ
う
に
、
全
体
の
四
分

の

一
が
欠
損
し
て
い
る
。
白
鋼
製
で
、
鏡

面
は
光
沢
の
あ
る
灰
色
を
呈
し
て
お
り
、

文
様
の
あ
る
面
は
外
か
ら
鋸
刃
文
帯
、
連

続
三
角
形
文
帯
、
偽
銘
帯
が
あ
り
、
そ
の

内
側
に
小
さ
な
五
つ
に
乳
と
形
状
不
明
な

五
獣
を
拝
し
て
い
る
。

直
径

一
一
。
四
”
ン、
周
囲
に
七
つ
の
鈴

が
あ

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
三
個
が
欠
け
て

い
る
。
鈴
子
は
小
石
で
、
振
る
と
か
す
か

な
音
を
立
て
る
。
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ら
明
建
神
社
迄
は
約
四
キ
ロ、
何
も
運

搬
機
械
の
無
い
当
時
は
、
四
日
間
か

か

っ
て
の
運
搬
で
あ

っ
た
。

○
石
磨
き

現
在
の
伝
承
館
の
西
側
に
作
事
小

屋
を
建
て
、
そ
の
中
で
石
工
に
よ
る

長
方
型
の
型
ど
り
を
行

っ
た
。
石
を

磨
く
に
は
、
さ
ん
だ
ら
帽
子

（稲
わ

ら
で
編
ん
だ
米
俵
の
蓋
）
を
尻
に
敷

き
二
人
ず

つ
合

い
向
か

っ
て
座

っ

た
。
小
ぶ
り
の
石
を
木
枠
で
挟
み
、

そ
の
本
枠
に
縄
を
つ
け
、
向
か
い
合

っ
て
座

っ
た
者
が
交
互
に
手
前
に
曳

き
合
い
磨
い
た
。

石
の
上
に
水
を
た
ら
し
な
が
ら
曳

い
て
磨
い
た
こ
と
か
ら
さ
ん
だ
ら
帽

子
が
水
で
濡
れ
、
さ
ん
だ
ら
帽
子
を

裏
返
し
て
使
う
な
ど
し
て
の
作
業
だ

っ
た
。
ま
た
こ
の
磨
き
を
四
面
行
う

こ
と
か
ら
大
変
な
作
業
で
あ

っ
た
。

作
業
に
は
、
各
地
区
か
ら
の
人
足
割

で
行

っ
た
が
、
中
に
は
磨
き
を
志
願

し
て
行
う
者
も
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
あ
の
社
標
は

完
成
し
た
。
当
時
の
地
区
の
人
た
ち

が
心
を

一
つ
に
し
て
完
成
さ
せ
た
こ

と
を
こ
こ
に
書
き
留
め
て
、
末
永
く

伝
承
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も

に
、
調
査
に
当
た

っ
て
、
日
置
貞

一

氏

・
滝
日
準

一
氏
ら
長
老
に
は
大
変

に
貴
重
な
お
話
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

一

μ̈
ヽ

〓̈
ヽ

´塚′啄
μヽ
・ヽ

千
葉
氏
と
の
ゆ
か
り
に
て

「千
葉
氏
サ
ミ
ッ
ト
」

に
参
加

平
成
二
八
年
八
月
二

一
日

千
葉
市
は
、
桓
武
平
氏

・
高
望
王

の
子
孫
で
あ
る
千
葉
常
胤
の
父

・
常

重
が

一
一
二
六
年

（大
治
元
）
年
に

本
拠
を
置
い
て
か
ら
今
年
で
八
九
〇

年
に
あ
た
る
事
を
記
念
し
、
八
月
二

一
日

（日
）
、
千
葉
氏
と
ゆ
か
り
の

あ
る
県
内
外

一
一
市
町
の
首
長
ら
が

集
ま
り
、
千
葉
氏
の
功
績
や
各
都
市

同
士
の
連
携
に

つ
い
て
協
議
す
る

「千
葉
氏
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
に
応
じ
て
大
和
町
文
化
財
保

護
協
会
か
ら
も
有
志
を
募

り
、
郡
上
市
の
協
賛
を
得

て
齋
藤
武
生
会
長
以
下
九

名
が
参
加
し
た
。

二

一
日
午
前
六
時
に
大

和
庁
舎
駐
車
場
を
出
発
し

た
バ
ス
は
、
往
路
五
百
十

余
キ

ロ
を
ひ
た
す
ら
走

り
、
千
葉
氏
サ
ミ
ッ
ト
会

場
で
あ
る
三
井
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
。

こ
の
日
は
千
葉
市

で

「親
子
三
代
ふ
れ
あ
い
ま
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つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
道
路

で
は
お
祭
の
出
し
物
で
あ
る
和
太
鼓

の
演
奏
が
な
さ
れ
て
お
り
、
出
番
を

待
つ
若
者
た
ち
が
祭
り
半
被
を
着
て

道
路
に
沿
れ
て
い
た
。

郡
上
市
か
ら
も
畑
中
大
和
振
興
事
務

所
長
ら
が
大
和
の
特
産
物
の
販
売
を

さ
れ
て
い
る
中
、
会
場
に
入

っ
た
。

会
場
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

の
席
は
既
に

一
杯
で
、
丁
度
基
調
講

演
、
「東
ア
ジ
ア
世
界
、
列
島
社
会

の
中
の
千
葉
氏
」

講
師
　
野
口
実

先
生

（京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授

・

同
大
学
宗
教

。
文
化
研
究
所
客
員
研

究
員
）
の
お
話
が

佳
境
に
入

っ
た
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。

講
演
後
に
は
、

千
葉
氏
郷
土
史
ト

ー
ク
セ
ツ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

テ
ー
マ
は

「検
証

全
国
各
地
の
千
葉

氏
文
化
」
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

千
葉
氏
顕
彰
会
副

会
長
、
濱
名
順
徳

氏
で
あ

っ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
は
、

①
　
山石
手
県

一
関
市

（い
わ
て
東
山

歴
史
文
化
振
興
会
会
長
）
佐
藤

育
郎
氏

②
　
宮
城
県
涌
谷
町

（涌
谷
町
文
化

財
保
護
委
員
長
）
櫻
井
伸
孝
氏

③
　
福
島
県
相
馬
市

（東
北
福
祉
大

学
教
育
学
部
教
授
）
岡
田
清

一

氏

④
　
郡
上
市

（大
和
町
文
化
財
保
護

協
会
副
会
長
）
金
子
徳
彦
氏

⑤
　
佐
賀
県
小
城
市

（小
城
郷
土
史

研
究
会
会
長
）
岩
松
要
輔
氏

⑥
　
千
葉
県
東
庄
町

（東
庄
郷
土
研

究
会
顧
問
）
土
屋
青
賞
氏

⑦

千
葉
県
佐
倉
市
酒
々
井
町

（佐
倉
市
文
化
財
審
議
会
副
委

員
長
）
遠
山
成

一
氏

③
　
千
葉
市
多
古
町

（千
葉
氏
研
究

家

・
建
長
寺
調
査
員
）
鈴
木
佐

氏
各
氏
、
準
備
さ
れ
て
い
た
レ
ジ
メ

や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

っ
て
、
各

地
の
千
葉
氏
文
化
を
紹
介
さ
れ
た
。

我
が
大
和
町
の
パ
ネ
リ
ス
ト
金
子

徳
彦
氏
も
、
長
年
フ
イ
ー
ル
ド
ミ

ュ

ー
ジ
ア
ム
で
鍛
え
た
解
説
力
を
発
揮

さ
れ
て
、
的
を
射
た
簡
潔
明
瞭
な
お

話
を
さ
れ
た
。

続
い
て
千
葉
氏
首
長
フ
オ
ー
ラ
ム

「月
星
で
つ
な
が
る
町
の
絆
～
地
域

の
資
産
か
ら
日
本
の
遺
産

へ
～
」
が

行
わ
れ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
は
、

①

　
一
関
市
長
　
勝
部
修
氏

②
　
涌
谷
町
長
　
大
橋
信
夫
氏

③
　
相
馬
市
生
涯
学
習
部
長

佐
藤
栄
喜
氏

④
　
相
馬
市
長
　
桜
井
勝
延
氏

⑤
　
佐
倉
市
長
　
蕨
和
雄
氏

⑥
　
酒
々
井
町
長
　
小
坂
泰
久
氏

⑦
　
多
古
町
長
　
菅
澤
英
毅
氏

③
　
東
庄
町
長
　
山石
田
利
雄
氏

⑨
　
郡
上
市
長
　
日
置
敏
明
氏

⑩
　
小
城
市
長
　
江
里
□
秀
次
氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
千
葉
市
長

熊
谷
俊
人
氏
が
務
め
た
。
明
解
な

分
析
の
下
に
司
会
進
行
さ
れ
、
話
し

合
い
の
内
容
が
整
理

・
焦
点
化
さ
れ

て
大
変
よ
く
分
か
る
も
の
と
な
っ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
の
最
後
に
は
、
熊
谷
千

葉
市
長
か
ら
サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
が

提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、
八
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
と
、
参
加
市
町
村
の
関
係
者

が

一
堂
に
会
し
て
記
念
写
真
を
撮

っ

た
。郡

上
市

は
、
村
井

紀
幸
氏
が

作
成
し
て

持
参
し
た

横
断
幕
を

バ
ツ
ク
に

鍮
“

“

邸ぷ螂゛
・

夕 ″

“
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鈴
木
佐
氏
も
加
わ

っ
た
写
真
を
撮
影

し
て
終
わ

っ
た
。
会
員
の
中
に
は
各

パ
ネ
リ
ス
ト
や
東
庄
町
の
方
々
と
意

見
を
交
わ
さ
れ
る
方
も
あ

っ
た
。

会
場
を
後
に
、
も
う

一
度
郡
上
市

の
特
産
物
販
売
所
を
た
ず
ね
て
か

ら
、
宿
泊
の
ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン
に

立
ち
寄
り
、
食
事
会
場
の

「花
の
れ

ん
」

へ
と
向
か

っ
た
。

こ
の
日
は
台
風
九
号
が
関
東
地
方

に
近
づ
い
て
い
た
が
、
幸
い
な
こ
と

に
雨
に
遭
わ
ず
過
ご
す
こ
と
が
出
来

た
。夜

半
か
ら
雨
が
降
り
出
し
て
、
ホ

テ
ル
の
外
は
雨
音
が
激
し
く
聞
こ
え

て
い
た
。

翌
三
二
日
朝
は
、
台
風
の
影
響
で

更
に
強
い
降
り
と
な

っ
た
。　
最
初

の
見
学
場
所
は
、
「千
葉
神
社
」
の

予
定
だ

っ
た
が
、
、
神
社
の
前
を
通
過

す
る
と
き
に
車
内
か
ら
の
遥
拝
で
済

ま
せ
た
。

次
に
見
学
し
た
の
は

「千
葉
市
立

郷
土
博
物
館
」
。
当
館
で
は
、
千
葉

開
府
八
九
〇
年
記
念

（
一
一
二
六
～

二
〇

一
六
）
で
八
月
九
日
か
ら
十
二

月

一
一
日
ま
で

「紙
本
著
色
千
葉
妙

見
大
縁
起
絵
巻
」
原
本
特
別
公
開
が

さ
れ
て
い
た
。

企
画
展
の
パ
ン
フ
に
は
以
下
の
よ

う
に
記
し
て
あ
る
。

は
じ
め
に

「千
葉
氏
と
妙
見
信
仰
の
結
び

つ
き

は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
千
葉

氏
が
な
ぜ
、
中
央
ア
ジ
ア
に
縁
起
を

持
つ
と
い
わ
れ
る
北
極
星
や
北
斗
七

星
を
神
に
見
立
て
た

「妙
見
」
を
信

じ
た
の
か
、
そ
の
結
び

つ
き
の
理
由

な
ど
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
も

多
い
が
、
千
葉
氏
は
移
住
し
た
と
こ

ろ
に
妙
見
を
必
ず
伴

っ
た
。
そ
の
た

め
、
千
葉
氏
の
所
領
と
な

っ
た
地
域

に
は
、
千
葉
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
福

島
県
相
馬
市
、
宮
城
県
亘
理
町

（わ

た
り
）
岩
手
県

一
関
市
、
岐
阜
県
郡

上
市
、
佐
賀
県
小
城
市
な
ど
に
は
必

ず
妙
見
を
祀
る
寺
社
が
存
在
す
る
。

千
葉
市
若
葉
区
の
榮
福
寺
に
伝
わ

る
、
「紙
本
著
色
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵

巻
」
（千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財
）

に
は
、
千
葉
常
胤
の
孫
成
胤

（し
げ

た
ね
）
が
、
妙
見
の
加
護
に
よ
り
平

家
の
棟
梁
平
清
盛
の
姉
婿
千
田
親
政

（ち
だ
ち
か
ま
さ
）
を
打
ち
破

っ
た

結
城
野
の
戦
い
な
ど
、
千
葉
氏
と
妙

見
信
仰
に
関
わ
る
数
々
の
興
味
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
千
葉
氏
の

活
動
や
北
斗
山
金
剛
授
寺

（ほ
く
と

さ
ん
こ
ん
ご
う
じ
ゅ
じ
×
現
千
葉
神

社
）
の
成
立
な
ど
、
中
世
の
千
葉
市

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重

な
文
化
遺
産
で
あ
る
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
所
有
者
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
通
常
非
公
開
と
さ

れ
て
い
る
こ
の
絵
巻
の
全
容
を
は
じ

め
て
公
開
す
る
と
と
も
に
、
千
葉
妙

見
大
縁
起
に
関
わ
る
資
料
を
合
わ
せ

て
展
示
す
る
」

絵
巻
に
つ
い
て

「絵
巻
と
は
、
紙

た
も
の
も
あ
る
）
を

貼
り
つ
な
い
で
作
ら

れ
た
横
長
の
巻
物
に

描
か
れ
た
絵
と
、
そ

れ
に
対
応
す
る
説
明

文

（詞
書
き
）
で
構

成
さ
れ
、
そ
の
作
品

の
内
容
に
ス
ト
ー
リ

ー
と
し
て
の
展
開
が

あ
る
絵
画
作
品
を
指

す
。
現
代
で
言
う
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
よ

う
な
も
の
で
あ
り
、

画
面
上
、
右
か
ら
左

へ
と
ス
ト
ー
リ
ー
が

（絹
を
使
用
し
　
く
、　
一

流
れ
て
い
く
構
成
を
取
る
。

そ
の
内
容
は
、
題
材
に
よ
り
、
物

語
、
説
話
、
戦
記
文
学
、
寺
社
の
縁

起

・
神
仏
の
霊
験
諄

（れ
い
げ
ん
た

ん
Ｙ

高
僧
の
伝
記

。
御
伽
草
子
な

ど
に
分
け
ら
れ
る
が
、
今
回
展
示
す

る

「紙
本
著
色
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵

巻
」
は
、
妙
見
の
霊
験
に
寺
社
縁
起

を
結
合
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。
絵

巻
の
名
称
と
し
て
は
、
現
在
○
○
絵

巻
、
○
○
絵
詞
、
○
○
縁
起
、
○
○

草
紙
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
す
べ
て
通
称
で
あ
り
、
文
献

で
は
、
○
○
絵
な
ど
と
書
か
れ
る
こ

と
が
多
い
。

絵
巻
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
縦
は
、

二
九
衆
ン
か
ら
三
四
彙
ン
の
も
の
が
多

「伴
大
納
言
絵
巻
」
。
「鳥
獣
人
物
戯

画
」
が
あ
り
、
シ
」れ
ら
を
日
本
の
四
大

絵
巻
物
と
称
し
て
い
る
。
」
と
あ
る
。

当
館
の
博
物
館
主
事
の
方
に
は
、
私

達
が
郡
上
市
の
大
和
町
か
ら
来
館
す

る
こ
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
館

内
に
展
示
し
て
あ
る
七
日
祭
り
の
写

真
の
中
に
写

っ
て
い
る
の
は
自
分
だ

と
い
う
斉
藤
会
長
さ
ん
の
言
葉
を
聞

い
て
、
本
当
に
大
和
町
か
ら
の
方
々

だ
と
あ
ら
た
め
て
感
心
し
て
お
ら
れ

た
。主

事
の
方
は
、
展
示
し
て
あ
る
コ

ー
ナ
ー
ご
と
に
実
に
懇
切
丁
寧
に
説

明
を
し
て
下
さ

っ
た
。
数
名
お
ら
れ

た
所
員
の
方
々
も
文
化
財
保
護
協
会

の
メ
ン
バ
ー
が
次
々
と
質
問
を
し
、

ま
た
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
感
心
し

て
お
ら
れ
た
。

所
員
の
方
に
別
れ
を
告
げ
て
資
料

館
を
出
る
頃
に
は
少
し
風
雨
は
弱
ま

っ
て
き
て
い
た
。

こ
の
後
築
地
の
場
外
市
場
に
向
か

っ
た
。
築
地
で
は
、
玉
寿
司
晴
海
通

り
店
で
遅
め
の
昼
食
に
な

っ
た
。
築

地
の
場
外
市
場
は
、
今
年
い
っ
ぱ
い

で
新
し
い
市
場
に
移
転
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
が
最
後
の
見
学
と
な

ス
マ
つ
。

二
時
に
筑
地
の
バ
ス
駐
車
場
を
出

発
し
、
こ
の
後
は
ひ
た
す
ら
郡
上
に

向
か

っ
て
帰
途
に
つ
い
た
。

（細
江
）

←|=´
巻
き
の
長
さ
は
、
紙
を
継
い

で
い
け
ば
い
く
ら
で
も
長

く
す
る
こ
と
が

で
き
る

が
、
取
り
扱
い
を
考
え
る

と

一
〇
房
程
度
が
適
切
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
絵
巻
の
源
流

は
、
他
の
多
く
の
文
献
と

，
同
様
に
中
国
に
あ
る
が
、

一
平
安
時
代
に
お
け
る
大
和

一
絵
の
成
立
を
受
け
、
日
本

で
独
自
に
発
展
し
た
絵
画

で
あ
る
。

一
　

代
表
的
な
絵
巻
と
し
て

・　
は
、
「源
氏
物
語
絵
巻
」
。

一

「信
貴
山
縁
起
絵
巻
∵
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〈
補
記
〉

「千
葉
氏
サ
ミ
ッ
ト
」
の
案
は
そ
う

と
う
以
前
か
ら
あ

っ
た
も
の
の
、
な

か
な
か
実
現
し
な
い
で
い
た
。
元
を

た
ど
れ
ば
、
今
回
も
千
葉
氏
研
究
家

と
し
て
出
席
し
た
鈴
木
佐
氏
が
二
十

数
年
前
に
郡
上
大
和
を
訪
ね
、
東
氏

の
歴
史
を
中
心
に
町
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
驚
嘆
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
彼
は
そ
の
後
、
千
葉

氏
顕
彰
会
を
立
ち
上
げ
て
、
全
国
に

散

っ
た
千
葉

一
族
の
足
跡
を
追
う
こ

と
に
専
念
し
、
全
国
に
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
げ
た
。

二
〇

一
八
年
は
千
葉
常
胤
生
誕
九

〇
〇
年
、
二
〇
二
六
年
は
千
葉
開
府

九
〇
〇
年
と
い
う
こ
と
で
、
本
家
で

あ
る
千
葉
市
が
こ
れ
よ
り
十
年
間
を

千
葉
の
ル
ー
ツ
認
知
拡
大
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
と
定
め
て
、
千
葉
開
府
八
九
〇

年
の
二
〇

一
六
年
、
毎
年
の
定
例
行

事
と
な

っ
て
い
る

「親
子
三
代
夏
祭

り
」
に
合
わ
せ
て

「千
葉
氏
サ
ミ
ッ

ト
」
の
開
催
に
こ
ぎ

つ
け
た
。

当
初
、
顕
彰
会
事
務
局
で
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
目
玉
と
し
て
能

「く
る
す
桜
」
を
目
論
ん
だ
が
、
こ

れ
は
実
現
し
な
か

っ
た
。
全
国
の
千

葉

一
族
の
地
の
中
に
は
、
相
馬
野
馬

追
の
南
相
馬
市
及
び
相
馬
市
や
小
京

都
と
い
わ
れ
る
九
州
佐
賀
の
小
城
市

な
ど
有
名
な
所
は
あ
る
が
、
そ
の
歴

史
を
元
に
町
づ
く
り
に
ま
で
高
め
た

地
域
は
、
郡
上
大
和
を
お
い
て
ほ
か

に
な
い
。
サ
ミ
ッ
ト
に
集

っ
た
各
地

域
の
中
で
も
郡
上
大
和
は
モ
デ
ル
で

あ

っ
た
。
そ
の
大
和
の
町
づ
く
り
の

シ
ン
ボ
ル
が
、
能

「く
る
す
桜
」
な

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
目
玉
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
し
よ
う
と
考
え
た

千
葉
氏
顕
彰
会
事
務
局
の
慧
眼
に
は

敬
意
を
表
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
特
筆
す
べ
き
は
、
サ
ミ
ッ

ト
開
催
記
念
と
し
て

『千
葉

一
族
入

門
事
典
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
千
葉
氏
の
こ
と
は
、
こ
れ

一
冊

で
す
べ
て
が
分
か
る
冊
子
で
あ
る
。

Ａ
五
版
二
〇
八
で
に
及
ぶ
立
派
な

装
丁
で
、
全
国
の
千
葉

一
族
を
網
羅

し
て
い
る
。

郡
上
東
氏
は
も
ち
ろ
ん

「千
葉
氏

の
血
を
引
く
有
名
人
物
た
ち
」
の
中

に
は
、
山
内

一
豊
の
妻
ま
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
当
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
さ
れ
た
い
。

（金
子
）

春
の
日
帰
り
研
修
は
、
四
月
七
日

若
狭
小
浜
の
明
通
寺
、
羽
賀
寺
の
拝

観
と
若
狭
塗
り
箸
づ
く
り
の
体
験
を

し
ま
し
た
。
当
日
は
生
憎
の
雨
降
り

で
し
た
が
、
参
加
者
三
十
三
名
で
大

和
を
出
発
し
ま
し
た
。

若
狭

へ
入

っ
て
か
ら
、
少
し
雨
も

酷
く
な
り
風
も
強
く
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
が
横
揺
れ
す
る
の
で
心
細
い
思

い
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
何
事
も
な

く
推
移
し
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し

た
。幾

多
の
年
月
は
、
残
さ
れ
た
大
き

な
建
物
が
本
来
朱
彩
に
覆
わ
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
う
ほ

ど
、
周
り
の
環
境
に
溶
け
込
ん
だ
美

し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

時
の
流
れ
は
、
大
き
な
伽
藍
を
覆

う
ま
で
に
巨
木
を
茂
ら
せ
、
清
閑
な

空
気
が
凛
と
張
り
つ
め
た
頂
点
に
、

現
在
も
国
宝
の
本
堂
と
三
重
塔
が
、

寺
域
を
見
渡
す
よ
う
に
そ
び
え
て
い

ま
し
た
。

次
は
若
狭
塗
箸
の
店
で
す
。
大
黒

姿
の
社
長
さ
ん
と
店
員
さ
ん
が
に
ぎ

や
か
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
世
界
で

一
膳
自
分
だ

け
の
箸
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

箸
づ
く
り
で
、
自
分
の
性
格
が
分
か

る
と
の
こ
と
。
ち
な
み
に
、
私
は

「
い
せ
き
な
い
」
性
格
だ
と
言
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

●
一　
　
一
一●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
イ
●
■
″

，
多
″

店
に
は
、
箸
の
他
に
こ
こ
に
し
か

な
い

「焼
き
サ
バ
寿
司
」
が
あ
り
ま

し
た
。
社
長
さ
ん
が
自
慢
さ
れ
る
だ

け
あ

っ
て
、
お
い
し
い
寿
司
で
し
た
。

明通寺の参道

幽谷の国宝 明通寺

「せいわ」社長のお話箸つくり体験
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平
成
二
八
年
の
秋
の
日
帰
り
研
修
　
　
さ
て
、
当
日
は
終
日
北
陸
特
有
の

が

一
一
月
二
日

（木
）
二
七
名
の
参
　
雨
模
様
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
人
数
制
限
が
　
研
修
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
降
り

あ
り
、
先
着
順
で
残
念
な
が
ら
参
加
　
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◆
若
狭
フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ

「海
幸
苑
」
で
の
昼
食
◆

旅
行
の
楽
し
み
は
、
何
と
い
っ
て

も
食
事
。
一豪
華
な
食
事
で
、
海
の
幸

山
の
幸
が
い
っ
ぱ
い
。
ど
の
料
理
も

美
味
し
く
、
参
加
し
た
皆
の
心
を
癒

し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
若
狭
の
古
刹
　
羽
賀
寺
◆

寺
の
由
緒
は
、
次
の
よ
う
で
す
。

奈
良
時
代

（七

一
〇
～
七
九
四
年
）

に
入

っ
て
間
も
な
い
、
霊
亀
二
年
（七

一
六
年
）
鳳
凰
が
飛
来
し
羽
毛
を
残

し
た
吉
事
に
時
の
帝
、
元
明
天
皇
は

と
て
も
喜
び
、
早
速
、
高
僧
行
基
に

命
じ
て
、
鳳
来
山
羽
賀
寺
と
命
名
し

開
山
し
た
古
刹
で
す
。

天
暦
元
年
（九
四
六
年
）
洪
水
に
よ

り
、
寺
と
共
に
本
尊
の
十

一
面
観
音

立
像
が
泥
中
に
埋
没
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
す
ぐ
さ
ま
、
京
都
雲
居
寺
の

僧
浄
蔵
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
、
国
家

を
鎮
護
し
疫
病
を
治
め
皇
室
の
繁
栄

を
願
う
勅
願
寺
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
戦
乱
や
火
災

に
よ

っ
て
幾
度
も
焼
失
と
再
建
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。

私
は
、
今
ま
で
幾
度
と
な
く
い
ろ

い
ろ
な
寺
社
巡
り
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
気
に
も
留
め
ず
た
だ
見

学
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
す
。

今
回
の
よ
う
な
感
激
し
た
経
験
は
な

く
、
私
な
り
に
強
く
心
に
残
る
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

で
き
な
か

っ
た
と
い
う
方
も
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
が
、
多
く
の
会
員
の
方

に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
会
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
〈
フ
後
、

人
数
制
限
な
ど
計
画
の
あ
り
方
を
見

直
す
契
機
に
し
た
い
も
の
で
す
。
積

極
的
に
応
募
い
た
だ
く
こ
と
は
よ
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
研
修
先
瑞
泉
寺
で
は
、
地

元
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
か
ら
詳
し
く
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
彫

刻
工
房
が
並
ぶ
八
日
町
通
り
を
進
む

と
、
瑞
泉
寺
入
り
□
付
近
に
高
岡
門

と
い
う
石
垣
が
左
右
に
あ
り
、
こ
の

石
垣
は
郡
上
の
矢
野
原
と
い
う
人
の

指
導
の
も
と
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
で
し
た
。
参
加
者
の
遠

藤
賢
逸
さ
ん
の
話
で
は
、
大
和
町
徳

永
の
矢
野
原
栄
二
さ
ん
の
ご
先
祖
と

の
こ
と
で
し
た
。

真
宗
大
谷
派
　
井
波
別
院
瑞
泉
寺

は
本
願
寺
第
五
代
綽
如

（し
ゃ
く
に

ょ
）
上
人
に
よ

っ
て
開
か
れ
、
北
陸

の
浄
土
真
宗
信
仰
の
中
心
と
し
て
多

く
の
信
者
を
集
め
、
ま
た
越
中
の

一

向

一
揆
の
重
要
拠
点
と
も
な

っ
た
寺

院
で
す
。

し
か
し
、
〓
一度
の
火
災
で
焼
失
し
、

そ
の
都
度
再
建
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

再
建
に
当
た

っ
て
は
、
彫
刻
を
得
意

と
す
る
多
く
の
大
工

。
職
人
が
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
日
ま
で
連
綿

と
続
く
井
波
彫
刻
は
、
京
都
の
優
れ

た
寺
院
建
築

・
彫
刻
に
学
ん
だ
技
術

と
瑞
泉
寺
再
建
な
ど
で
培

っ
て
き
た

井
波
大
工
の
技
術
と
の
調
和
、
。融
合

に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

現
在
の
本
堂
は
、
明
治

一
八
年

（
一
八
八
五
）
に
再
建
さ
れ
、
間
□
二

五
間
（四
六
屑
）
奥
行
き
二
三

・
五
間

（四
三
屑
）
、
総
面
積
約
五
九
〇
坪
２

九
五
〇
平
方
屑
）
単
層
入
母
屋
造
り

の
北
陸
随

一
の
大
伽
藍
で
す
。

本
堂
の
棟
に
あ
る
金
の
紋
章
が
銅

板
葺
き
の
屋
根
に
反
射
し
て
い
る
情

景
は
、
雨
の
日
に
し
か
見
え
な
い
と

受
付

・
案
内
の
女
性
が
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
雨
の
恵
み
に
今
日
は
感
謝

で
し
た
。

帰
り
の
八
日
町
通
り
で
は
時
間
を

忘
れ
、
槌
の
音
に
誘
わ
れ
て
彫
刻
工

一房
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
バ
ス
ヘ
と
乗

り
込
み
ま
し
た
。

新
湊
き

っ
と
き
と
市
場
の
昼
食
後

は
、
世
界
遺
産
、
合
掌
造
り
集
落
の

あ
る
五
箇
山
を
訪
れ
、
平
芸
能
ま
つ

り

（大
和
町
文
化
協
会
の
芸
能
発
表

の
よ
う
な
も
の
）
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

あ
る
南
砺
平
高
校
郷
土
芸
能
部
に
よ

る
民
謡
を
観
劇
し
ま
し
た
。

南
砺
平
高
校
は
、
全
校
生
徒
百
名

ほ
ど
の
小
さ
な
学
校
で
す
が
、
約
半

数
の
生
徒
が
郷
土
芸
能
部
に
所
属

し
、
地
元
五
箇
山
地
域
に
伝
わ
る
民

謡
の
保
存
と
伝
承
を
目
的
に
平
成
元

年
か
ら
活
動
を
始
め
た
と
の
こ
と
で

す
。地

元
保
存
会
の
指
導
の
も
と
平
成

六
年
か
ら
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
に
参
加
し
、
平
成
九
年
に
は
優
秀

賞

。
文
化
庁
長
官
賞
を
受
賞
、
以
来

最
優
秀
賞

。
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
入
賞
回
数
は
全
国

一

と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
フ
」
き
り
こ
」
、
「お

小
夜
節
」
、
「早
麦
屋
」
、
「麦
屋
節
」

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
大

会
も
終
わ
り
出
演
し
た
生
徒
は
、
Ｔ

二
年
生
だ
け
で
し
た
が
、
個
々
の
演

技
は
大
変
完
成
度
の
高
い
も
の
だ
と

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

瑞泉寺本堂にて

南砺平高校郷土芸能部
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公
演
後
は
、
別
の
部
屋
に
て
顧
間

教
師
の
丁
寧
な
説
明
を
受
け
ま
し

た
。「全

国
大
会
も
終
わ
り
、
今
回
の
出

演
は
、　
一
二

一年
生
だ
け
で
人
数
も

少
な
く
機
敏
さ
や
迫
力
も
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
。
こ
う
し
た
学
校
の

活
動
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
城

端
な
ど
平
野
部
か
ら
の
入
学
生
が
増

え
、
現
在
は
約
八
割
が
そ
う
し
た
平

野
部
の
生
徒
で
あ
る
。
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

こ
の
よ
う
に
高
等
学
校
と
地
域

・

地
元
保
存
会
が
連
携
し
、
地
域
に
伝

わ
る
民
謡
を
保
存
し
伝
承
し
て
い
く

活
動
は
、
世
界
遺
産
の
あ
る
五
箇
山

地
域
の
高
校
の
み
な
ら
ず
、
地
域
そ

の
も
の
の
存
続
に
欠
か
せ
な
い
取
り

組
み
で
あ
り
、
応
援
し
て
い
き
た
い

も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

研
修
後
で
し
た
が
、
南
砺
平
高
等

学
校
郷
土
芸
能
部
に
よ
る
公
演
の
模

様
は
、
郡
上
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

放
送
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
二
八
年

度
七
月

一
六
日
に
自
鳥
町
で
開
催
さ

れ
た

「郡
上
市
白
山
開
山
千
三
百
年

祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
の
出
演
で
し
た
。
三
年
生
を

中
心
と
す
る
公
演
で
、
統

一
さ
れ
た

個
々
の
機
敏
さ
と
迫
力
満
点
の
演
技

に
は
、
テ
レ
ビ
で
の
放
映
で
し
た
が

大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

後
先
に
は
な
り
ま
す
が
、
五
箇
山

で
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
駐
車
場

の
設
営
、
会
場
ま
で
の
誘
導
、
観
覧

席
や
説
明
会
場
の
確
保
な
ど
、
大
変

温
か
い
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し

た
。ま

た
、
廊
下
の
展
示
物
を
基
に
、

五
箇
山
地
方
の
東
岸
は
、
荘
川
の
断

崖
絶
壁
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
加
賀
藩
で
は
流
刑
の
好
適
地
と
し

て
、
多
く
の
流
刑
人
を
送
り
込
ん
だ

地
で
あ
る
な
ど
、
五
箇
山
の
歴
史
の

一
端
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

研
修
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
毎
回
研

修
先
に
頭
を
悩
ま
せ
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
も
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
、
大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
　
質
問
　
「ど
の
よ
う
な
情
報
を
得
る

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
　
　
ン」
と
が
出
来
ま
す
か
？
」

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
①
　
大
和
町
内
の
指
定
文
化
財
を

質
問
　
「パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
見
る
に
　

　

　

「町
内
マ
ッ
プ
」
や

「指
定
別
」

は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？
」
　

　

　

か
ら
検
索
し
て
、
写
真
や
動
画

答
　
「ヤ
フ
ー
」
や

「グ
ー
グ
ル
」
　

　

　

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
ど
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
で

「や
ま
　
答
②
　
大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
の

と
文
化
財
」
と
入
力
し
て
検
索
し
　
　
　
年
間
活
動
の
よ
う
す
を
、
時
の

て
く
だ
さ
い
。
下
記
の
ト
ッ
プ
ペ
　
　
　
記
事
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま

―
ジ
画
面
が
表
示
さ
れ
、
大
和
町
　
　
　
す
。

の
文
化
財
を
始
め
と
す
る
色
々
な
　
答
③
　
大
和
町
文
化
財
展
示
館
の
紹

情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
ま
　
　
　
介
を
し
て
い
ま
す
。

す
。

答
④
　
協
会
の
会
報
〓
文
化
財
や
ま

と
」
を
、
創
刊
号
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
全
号
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

答
⑤
　
講
演
の
記
録
や
資
料
、
文
化

財
に
関
す
る
出
版
物
∩
史
苑
や

ま
と
」
な
ど
）
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

答
⑥
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会
員
に

な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

便
利
で
情
報
た

っ
ぷ
り
の

「文
化

財
や
ま
と
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
ど

う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
覧
に
な

っ
た
ご
意
見
な

ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

顧問教師の話

1熔111晰

菫 雛 雛菫 亀‐鮫 マ ップ

顆 ィ 電
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●
，

薙
ヽ
歌
―
ヽ
―
―
―
・

別

れ
七
琴
●

井
俣
　
初
枝

一
幹
と
な
り
て
み
ど
り
の
十
の
我

し
の
び
音
も
ら
す
烏
と
も
に
居
て

別
れ
霜
去
り
て
安
堵
の
野
菜
古

ハ
ウ
ス
の
十
に
緑
あ
ふ
れ
る

建
立
は
種
の
居
座
る
マ
イ
ホ
ー
ム

己
が
た
の
十
動
き
出
す

企
卓
は
素
朴
な
れ
ど
も
ぶ

っ
く
り
と

月
の
色
し
た
ロ
エ
や
き
会
う

も

一付
一
Ｙ

大
井
　
工
明

早
刈
の
秋
の
刈
口
の
林
青
し

沈
思
の
ご
と
く
鷺
た
た
ず
め
り

桜
咲
く
己
が
生
活
の
幾
年
は

う
れ
し
さ
も
あ
り
悲
し
き
も
あ
り

雪
囲

い
ほ
ど
き
狭
庭
の
紅
椿

葉
の
つ
や
や
か
に
春
を
待
ち

い
る

毛
村
市
祖
父
と
歩

い
た
弥
宮
駅

杏
き
思

い
に
た
萎
ゆ
る
も

帰
●
宥
多
子
一

青
木
ユ
リ
子

ワ
ッ
と
来
て
ス
ッ
と
帰
り
ゆ
く
帰
だ
子
に

静
け
さ
戻
る
二
人
の
姫
達

雨
の
朝
山
の
上
に
は
淡
き
雪

冬
木
悉
か
と
ガ
ラ
ス
を
磨
く

幾
年
も
会
わ
な

い
人
を
思

い
つ
つ

年
賀
状
言
く
夫
出
か
け
た
日

猿
の
群
れ
お
ど
し
花
火
も
効
な
き
に

雪
降
り
積
め
ば
キ
ャ
ベ
ツ
安
泰

見
洩
サ
ぱ
●

ム
内
　
放
子

花
ぐ
も
り
西
根
の
出
に
煙
立

つ

杉
の
花
粉
か
野
焼
き
の
煙

春
来
れ
ば
篠
脇
ム
の
大
蛇
洞

沖
仏

つ
な
ぐ
著
我
の
花
咲
く

ほ
の
ぼ
の
と
篠
脇
ム
の
朝
霧
に

こ
ば
れ
聞
こ
え
る
鶯
の
声

し
だ
れ
梅
に
お

い
か
す
か
に
石
垣
の

帰
宅
の
道
の
お
ぼ
ろ
月
友
に

忌
，

）
■
ム

石
沖
　
発
生

出
川
の
思

い
で
埋
め
た
遊
歩
道

音
も
匂

い
も
触
惑
も
な
し

思

い
出
を
た
ど

っ
て
歩
く
旧
街
道

知
ら
ず
知
ら
ず
に
廃
校
に
着
く

ま
し
さ
が
空
か
ら
た
に
舞

い
降
り
た

日
泉
れ
て
帰

っ
た
祭
り
の
思

い
出

久
し
ぶ
り
家
族
の
留
キ
の
一
人
風
呂

思

い
出
演
歌
声
張
り
上
げ
る

句
―

・風
一邪
わ
一■
′
■
．免

　
　
明
代

瞬
き
も
せ
ず
土
秒
降
り
の
青
姓

こ
の
せ
か
ら
あ
の
せ

へ
の
道
彼
岸
花

極
楽
は
体
の
ゆ
る
む
釉
湯
か
な

風
邪
の
沖
訪
れ
三
日
泊
り
け
り

・′
を
支
一な
■
●
●遠

藤
冨
貴
子

挙
色
く
際
立
ち
増
し
て
冴
え
返
る

ハ
ウ
ス
張
り
主
腰
据
え
種
を
蒔
く

桂
か
で
も
子
等
に
野
の
味
落
味
噌

飲
会
の
誘

い
問
遠
に
隙
間
風

な
翼
鷲
の―な
■
．出

内
　
放
子

松
の
花
菜
師
力
来
に
金
色
に（多

賀
沖
社
）

見
あ
ぐ
れ
ば
竹
の
子
育

つ
稲
荷
き
ま

（稲
荷
沖
社
）

四
つ
上
の
地
蔵
薔
薩
や
林
咲
く

（地
蔵
善
薩
）

瑯
蒟
咲
く
出
の
十
腹
秋
葉
様（秋

葉
神
社
）

秦″多へ



日
Ⅲ
Ⅲ
日
固
□

菫
ず
轟
乗
Ｉ
郵
“
な
■
．．圭
日

四
月
　
七
日

（本
）

八
日

（金
）

二
四
日

（日
）

五
月
　
九
日

（月
）

一
八
日

（水
）

二
八
日

（土
）

七
月
　
五
日

（火
）

一
四
日

（木
）

三
〇
日

（土
）

八
月
　
七
日

（日
）

二

一
日

（日
）

三
二
日

（月
）

九
月
　
一ハ
日

（火
）

一
三
日

（火
）

二
五
日

（日
）

二
七
日

（火
）

一
一
月
　
一二
日

（木
）

一
二
月

一
〇
日

（土
）

二
月
　
九
日

（本
）

一
六
日

（木
）

二
八
日

（火
）

三
月

一
〇
日

（金
）

一
五
日

（水
）

春
季
日
帰
り
研
修

（若
狭
小
浜
の
歴
史
と
文
化
を
訪
ね
て
）

参
加
者
三
三
名

「文
化
財
や
ま
と
」
四

一
号
編
集
会
議
　
原
稿
の
進
捗
状
況
の
確
認

高
鷲
開
拓
記
念
館
開
館
式
典

第

一
回
執
行
部
会
　
（大
和
庁
舎
三
〇
二
会
議
室
）

新
年
度

へ
の
取
り
組
み

。
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
に
つ
い
て

「文
化
財
や
ま
と
」
第
四

一
号
最
終
編
集
会
議

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
会
理
事
会

第

一
回
役
員
会

（大
和
庁
舎
三
〇

一
会
議
室
）

平
成
二
八
年
度
総
会

（生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

。
平
成
二
七
年
度
事
業

。
会
計
決
算
の
報
告

。
平
成
二
八
年
度
事
業
計
画

・
予
算
の
承
認

。
記
念
講
演

（千
葉
氏
研
究
家
　
鈴
木
　
佐
　
氏
）

。
会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
四

一
号
発
刊
　
（発
行
部
数
二
〇
〇
部
）

第
二
回
執
行
部
会
　
（大
和
庁
舎
三
〇
二
会
議
室
）

第
二
回
役
員
会
　
（奉
仕
作
業

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

。
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（上
剣
地
区
民
参
加
）

七
日
祭

。
薪
能

千
葉
市
開
催
　
千
葉
サ
ミ
ッ
ト
参
加
　
九
名

千
葉
市
歴
史
博
物
館
に
て
東
氏
の
歴
史
研
修

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
三
回
執
行
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

文
化
財
標
柱
の
立
て
替
え

第
三
回
役
員
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

秋
季
日
帰
り
研
修

（井
波
別
院
瑞
泉
寺
と
南
砺
平
高
校
郷
土
芸
能
部
参
観
）

参
加
者
二
七
名

第
四
回
役
員
会
　
事
業

。
会
計
中
間
報
告
、
当
面
の
課
題
、
引
続
き
懇
親
会

研
修
部
会

（平
成
二
九
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

第
五
回
執
行
部
会

（平
成
二
九
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
五
回
役
員
会

（平
成
二
九
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
、
事
業

。
会
計
報
告
）

「
文
化
財
や
ま
と
四
二
号
」
編
集
会
議

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
会
理
事
会

冒

日

早
事

業

計

画

（案
）

四
月
　
一ハ
日

（本
）

一
〇
日

（月
）

五
月
　
九
日

（火
）

一
七
日

（水
）

二
五
日

（本
）

六
月

一
〇
日

（土
）

七
月
　
四
日

（火
）

一
三
日

（木
）

二
九
日

（土
）

八
月
　
七
日

（月
）

二
七
日

（日
）

九
月
　
五
日

（火
）

一
二
日

（火
）

二
六
日

（火
）

十

一
月
初
旬

十
二
月
　
九
日

（土
）

二
月
　
八
日

（木
）

十
五
日

（本
）

二
七
日

（火
）

以
下
未
定

春
季
日
帰
り
研
修

（京
都
建
仁
寺
と
清
水
寺
を
訪
ね
て
）
参
加
者
二
七
名

「文
化
財
や
ま
と
」
四
二
号
編
集
会
議

第

一
回
執
行
部
会

（大
和
庁
舎
三
〇
二
会
議
室
）

新
年
度

へ
の
取
り
組
み
、
平
成
二
九
年
度
事
業
計
画

。
予
算
案
に
つ
い
て

文
化
財
や
ま
と
四
二
号
最
終
編
集
会
議

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（平
成
二
九
年
度
諸
計
画
）

第

一
回
役
員
会

（大
和
庁
舎
三
〇

一
会
議
室
）

平
成
二
九
年
度

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

平
成
二
九
年
度
総
会

（生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

①
平
成
二
八
年
度
事
業

・
決
算
の
報
告

②
平
成
二
九
年
度
事
業
計
画

・
予
算
の
承
認

③
会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
四
二
号
発
行

（発
行
部
二
五
〇
部
）

④
白
山
開
山
千
三
百
年
記
念
講
演

（長
滴
白
山
神
社
宮
司
　
若
宮
多
門
氏
）

第
二
回
執
行
部
会

第
二
回
役
員
会

（奉
仕
作
業

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃
。阿
千
葉
城
跡
清
掃

（上
剣
地
区
民
参
加
）

七
日
祭

・
薪
能

赤
保
木
祭

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
二
回
執
行
部
会

第
三
回
役
員
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
）

秋
季
日
帰
り
研
修

第
四
回
役
員
会
　
事
業

。
会
計
中
間
報
告
、
当
面
の
課
題
、
引
続
き
懇
親
会

研
修
部
会

（平
成
三
十
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

第
五
回
執
行
部
会

第
五
回
役
員
会

（平
成
三
十
年
度
春
季
日
帰
り
研
修

。
事
業

・
会
計
報
告
）

第
二
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会
（文
化
財
愛
護
標
柱
に
つ
い
て
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「秋
の
文
化
財
探
訪
の
旅
」

第
三
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会
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簿 (順不m 平成 29年 5月現在

目 地 正 男     88-2447

大 井 正 明 (理事)88-2894

井 俣 初 本支     88-2758

寛 明 イt     88-2532

大 井 峰 宏佳     88-2893

旗   清 子 (理事)88-4170

大 中 登志枝   88-3624
■1徳■永

細 江 幸 久 (書調 88-4157

(糸田 江
■
↑ 子)  88-4157

山 内 孝 - 882616

渡 辺 睦 子 (理事)882076
壮返 藤 賢 逸    88-4141

(遠 藤 富貴子)  88-4141
村 瀬 弥治郎   88-2602
山 内 敏 子  882120
■神 路

山 田 正 代 (理事)88-2114

臼 田 浄 円   88-3461
■
４ 生 ,青    88-2271

山 田 味代子   88-2844

山 田 敬 子     88-2336

臼 田 金 可i     88-3883

(臼 田 路 子)  88-3883

野 田 加奈枝   88-3460
山 田 幸 子     88-2693

■|1牧

齋 藤 武 生 (会長)883922

(齋 藤 純 子 )   88-3922

滝 日 一 正   88-3064

松 森 幹 男  883919
遠 藤 伝 司 (監事)883934

日  置  光  -     88-3001

瀧  日  千イtうこ     88-3059

,甫 泰 治 (理事)88-9080

(三 ,甫  愛 子)   88-9080

栗飯原 明 子   88-2362

日  置  人  司     88-2662

田 口 勇 ,台 (理事)88-3950

遠 藤 高 真  882890

● 顧
‐
問

簑 勝 美  (剣 )88-2031

日 置 敏 明 1大間見188-2254

菫I All

田 中 和 久 (理事)88-2200

(田 中 康 久)  88-2200

森 前 登志子   88-3479
/1ヽ 池 祐 二     88--4064

(小 池 圭 子)    88-4064

田 代 全 廣 (理事)88-3835

(田 代 寿 子)  88-3835

'可

△ 尚   88-2304
日 置 智 夫    88-2730

カロ 藤 血
（

子    88-3687

'可

ム
利 雄 (理事)88-3520

カロ 藤 文 蔵     88-2802

佐 藤 光  ― 1名誉会長188-3201

(佐 藤 八重子)  88-3201
山 内 博     88-2886

(山 内 悦 子)    88-2886
＋
Ｕ 瀬 メ、     88-2128
＋
Ｕ 瀬 方 彦     88-2008

日  置  武  雄     88-2303

■1大問見

大 野 一 道 (理事)882230

(大 野 紀 子)  88-2230

青 木 ユリ子   88-3477

村 井 紀 幸 (理事)882323

池 田 充 彦 (理事)882796

小野江   勉   88-2725

藤  代  サ1順  行    88-3060

松 井 賢 雄 (理事)883991

坪 井 由佳子   88-3990

■|万 場

桑 田 守 夫 (理事)882514

石 神 尭 生     88-2413

畑 中 真智子   88-2441

稲 葉
■
↑ 巳     88-2503

里
¨

岩 弘 己     88-2458

桑 田 洋 -   88-2414

野 田 一晃 ワ]     88-3043

金 子 政 子  88-3426

早 瀬 ふみ子   88-3327
菫1栗■巣

野 田 恵 光 (理事)88-4027

島 崎 増 造 (監事)88-2236

寛 政 貝1     88-4031

増  田 洋 子    88-4041

道  家  稔  啓     88-0000

(道 家 宣
（

由)  88-0000

島 崎 貢 -   88-0000

1菫1古■遺

金 子 徳 彦 (冨J会長)88-3063

細 川   優 (理動 88-2861

!青 水 克 巳     88-2862

松 井 ,青 治    88-3118
」込 藤 賢 雄     88-3983

“

名IIEI部

佐 尾 チ ドリ (理事)88-3544

有 代 真 一 (理事)883791

■落1部

常 平    ぶい副会長)88-3837

(常 平 真山美)  88-3837
本 川 喜代±   88-3833

(本
土
目 子)   88-3833

柴 垣 言命    88-3239

(柴 垣 香久子)  88-3239
小 島 与 三  88-3814

菫・ 島

奥 円
口
日 明   88-2520

森 藤 雅 毅 (理事)88-2684

奥 田 弘 親  88-2431
木 島 Y青    88-3304

森  藤  龍  史     88-2154

和 田 平八郎   88-4324

森   憲 司 (会:D88-2554

田 中   篤   88-2792

山 田 長 次  883648

91名

15名

員

員

〈
バ
麟

正

家
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△ 計   106名



項 目 決 算 額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 ｀
「 成27年度より

会 員 会 費
202,000 正会員 94名 家族会員 14名

36.000 特別会員 賛助会員

助   成   金 81,000 郡上市より

委 託 本「 71,000 郡 L市役所より

雑 1又 人 0

ム
計 390,542

◆◆◆平成29年度

(収入の部)

予算(案)◆◆◆

(単位 :円
)

◆◆◆平成28年度 決算報告書 ◆◆◆

(収入の部 ) (単位 :円 )

(支出の部)

項 目 決 算 額 摘 要

総  会  費 23757 感pll状・L念品贈呈

献 費 6.675 執行部会運営各部会役員会

会 議 費 小 計 30,432

会 報 発 行 費 57,240
報
暗

ヘム
∝ω

「文化財やまと41号」

ンヽ

第
只

一

卒
作

一ホ

制
6,495 さくらレンタルサーバー

奉 仕 活 動 費 7,648
文化財清掃奉仕作業お茶
傷害保険

文 化 財 保 護 費 8,400 七日祭。赤保木祭

研 ll多 費 102.673
春季・秋季日帰り研修補助
役員研修

記念事業積立金 60,000

事 業 費 小 計 242,456

消耗品費・事務費 550 用紙代・rp刷千t等

通  信  費 4.602 はがき・切手 送料

事務 局 費小 計 5,152

負 担 金 20,000 市協議会ヘ

委 託 事 業 費 72,500
記念講演 (千葉氏研究家
鈴木 佐 氏)

補  助  費 18,000 生花。香貧

次 年 度繰 越 金 2,002

△
計 390,542

(単位 :円 )

項 目 予 算 額 摘 要

総 費 20,000
講演(長滝白山神社 宮司
若宮多門氏 )

蒔k 費 10,000 執行部会運営各部会役員会

会 議 費 小 計 30,000

会 報 発 行 費 60,000
報

暗

＾
ム
∝ω

「文化財やまと42号 J

ジ

費
一卒

営
一ホ

運
10,000 レンタルサーバー料

奉 仕 活 動 費 10,000
文化財清掃奉仕作業 傷書
りti斉

文 化 財 保 護 費 25000
七日祭・赤保木祭 文化財
標オキ設置

研
を
多 費 100,000

春季・秋季日帰り研修補助
役員研1参

記念事業積立金 35.000

事 業 費 小 計 240,000

消耗品・事務費 5000 用紙代・印帰Jlt等

通 信 費 10,000 はがき・切手 送利

事務局 費小 計 15,000

負 担 金 20,000 市協議会ヘ

委 託 事 業 費

予  備  費 10,005

計 315,005

(単位 :円
) (支出の部)

平成28年 度の歳人。歳出処理について監査を行ったところ、適正に処理されていましたことを報告いたします。

平成29年 5月 24日

監事島崎増造《鷲レ 遠藤伝司(轟

□
□
□
□

熊
本
地
震
か
ら
早
や

一
年
、
文
化
財

保
護
と
い
う
先
人
達
の
努
力
の
結
晶

で
さ
え
、
は
か
な
く
消
え
て
ゆ
く
も

の
も
あ
り
ま
す
。

明
建
神
社
の
社
標
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
聞
き
取
り
調
査
を
経
て
、
そ

こ
に
関
わ

っ
た
人
々
の
記
録
と
し
て

書
き
残
さ
れ
、
後
々
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
井
県
瑞
泉
寺
の
石
垣
と
郡
上
大

和
の
石
工
の
関
係
を
常
平
さ
ん
が
記

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
詳
し

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

日
帰
り
旅
行
に
参
加
さ
れ
た
渡
辺

さ
ん
、
参
加
の
楽
し
さ
溢
れ
る
紀
行

文
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

文
芸
欄
に
毎
回
寄
稿
し
て
い
た
だ

く
皆
さ
ん
に
は
、
日
々
の
生
活
の
中

で
の
感
動
を
短

い
言
葉
で
書
き
留
め

る
着
眼
点
に
感
心
い
た
し
ま
す
。

千
葉
開
府
八
百
九
十
年
を
記
念
に

千
葉
氏
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
は
郡
上
と
千
葉
氏
の
つ
な

が
り
を
ま
と
め
ら
れ
、
改
め
て
記
憶

に
留
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
氏
の
祖
、
千
葉
胤
行
が
美
濃
国

郡
上
郡
山
円
の
庄
を
加
領
さ
れ
た
承

久
三
年

（
一
三
二

一
）
こ
の
時
郡
上

に
来
治
し
て
以
来
、
あ
と
四
年
余
で
、

何
と
八
百
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
記

念
す
べ
き
時
を
記
録
に
留
め
、
何
ら

か
の
か
た
ち
で
、
後
世

へ
残
し
伝
え

た
い
も
の
で
す
。

大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
の
今
後

の
活
躍
を
期
し
て

「文
化
財
や
ま
と

第
四
二
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

（幸
久
）

「文
化
財
や
ま
と
」
第
四
十
二
号
　
平
成
二
十
九
年
六
月
十
日
発
行
　
発
行
者
／
大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
　
代
表
者
′／齋
藤
武
生
　
印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

項 目 予 算 額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 2,002 平成28年 度より

会 員 会 費
196,000 正会員91名 家族会員 14名

36,000 特別会員 賛助会員

助 成 金 81,000 郡上市より

委 託

雑  収  入 預金利泊、等

計 315,005
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